


存続の危機を乗り越えて復活した
武道の聖地──旧武徳殿

京都を代表する観光地の一つとして賑わう
平安神宮。その西北に陣取る「旧武徳殿」
は、遷都1100年を記念して設立された「大日本武徳会」によって、1899年
（明治32）に造営されました。設計は、京都ハリストス正教会聖堂（京都市
指定文化財）や京都府庁舎旧本館（国の重要文化財）などを手がけた松
室重光です。
　後年、武術教員養成所（後の武道専門学校）が併設され、数多くの武道

家や教育者を輩出するなど、日本武
道の聖地として活用されましたが、
第二次世界大戦後にはアメリカ軍
に接収され、武道専門学校は閉校
しました。接収解除後は長らく本来
の機能を失ったままでしたが、全日
本剣道連盟・京都府剣道連盟の働

きかけによって、武徳殿の保存・改修の気運が高まり、多くの武道愛好家た
ちの援助を受けて、1987年に修復工事が完工しま
した。明治期の大規模な木造建築であり、日本武道
の歴史を物語る重要な建造物であることが評価さ
れ、1983年に京都市指定文化財に、1996年には
国の重要文化財に指定されました。
　明治後期の落成以来、幾多の真剣勝負が繰り拡
げられた風格あるたたずまいは、百余年の時を超え
てなお、武道家のみならず多くの人びとを魅了しつ
づけています。

■剣道、居合道
中世の武家社会に
発達した剣術の精
神を伝える武道で
す。日本刀の代わり
に竹刀を使う「打ち
込み稽古」を重ね、
技術の習得を通し
て心の修練を積み
ます。面・小手・胴・垂れなどの特徴的な
武具を着用し、竹刀を握って戦うその姿
は、戦場で剣を交えた侍たちの姿を偲ば
せます。

相手と刀を交え
る剣道の「立合」
に対して、鞘から
刀を抜き、仮想の
敵を倒して鞘に
納めるまでの業
前（形）の美しさ
や技の正確さな
どを競うのが「居
合道」です。

■柔道
柔術を母体に嘉納治五郎が創始した
武道で、日本の国技のなかで唯一のオ
リンピック競技。1964年の東京オリン

３段に区切られた畳敷きの観覧席が板の間
を取り囲み、北側中央には、こけら葺の唐破
風屋根のある玉座が設けられています
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ピックで正式競技に採用され、世界各国
に普及しました。「柔よく剛を制す」の言
葉に象徴されるように、投げ技や固め技
を駆使し、小さな体で大きな相手を投げ
倒すのが柔道の魅力です。

■相撲
世界各国に多くのファンをもつ相撲は、
日本の国技であるとともに、日本古来の
神事でもあります。健康と力に恵まれた
男性が五穀豊穣を祈念し、神前にその
力を捧げる「奉納相撲」は日本各地で行
われています。

■弓道
「身体」「心気」「弓技」の安定を図り、三
位一体を目指すのが弓道。相手と競い
合うのではなく、自分の体感を頼りにす
るので、周りの状況に影響されやすく、わ
ずかな心の動揺が射術に狂いをもたら
します。的中率を高めるには、物事に動
じない不動心が求められます。

■なぎなた
装束、試合方法などは剣道に似ていま
すが、最大の特徴は武器の長さ。2m以
上もあるなぎなた（薙刀）を使い、敏速
な動きの中から打突の機会を見出し、技
を競います。競技には「試合競技」と「演
技競技」とがあり、後者は技の美しさの
優劣を競います。

■空手道
もとは琉球（現在の沖縄）で発展し、「唐
手」「手（てぃ）」と呼ばれていた武術が、
大正時代に本土で紹介され、柔道と交
わりながら浸透し、昭和になってから空
手として成立しました。柔道と大きく異
なるのは、相手に向かって拳を突きだし、
足を上げる打撃技。空手の流派には、攻
撃を寸止めし、琉球古来の「唐手」を伝
える「伝統派」と、相手に打撃を加えて倒
す「実践派」とがあります。

京都市武道センターでは、さまざまな武道の
競技大会や稽古が行われています

■武術太極拳
紀元前にも遡る中国
武術の流れを汲む
「太極拳」の起源は
1640年代と言われ
ています。日本で太
極拳がひろく行われ
るようになって約40
年。近年では健康法

や競技として年齢を問わず親しまれてい
ます。中国武術は国際的には「武術」の
中国発音、WUSHU（ウーシュー）の名
称で普及していますが、日本では太極拳
と各種の中国武術・拳法を総称し、「武
術太極拳」と呼んでいます。

■合気道
柔・槍・杖術の
奥義を極めた
植芝盛平があ
らゆる武道の長
所をとって創始
した武道。特徴
は「自ら攻撃し
ない」こと。相手
の氣と自分の氣
とを合わせ、攻
撃を「捌（さば）
き」技を「返す」ことで、体格や体力の差
に関わらず「小よく大を制す」のです。試
合はなく、形や技の修練を中心に稽古が
行われます。

■少林寺拳法
宋道臣が1947年に日本で創始した武
道で、教え・技法・教育システムにより、
自信や勇気、行動力と慈悲心をもち、社
会で役立つ人を育てる“人づくりの行”が
少林寺拳法の理念です。一人ひとりがま
ず頼りにできる自己を確立し、人間同士
が授け合い、共に幸せに生きるための道
を説いています。

玉座


